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１．課題番号    ２０１３－ C － ０２   

 

２．研究課題名（データーベース化のため英訳を加えてください。） 

   和文：   都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト           

               (1)首都直下地震の地震ハザード・リスク予測のための調査・研究     

   英文：  Special project for reducing vulnerability for urban mega earthquake disasters                                       

                (1) Research on Prediction of Seismic Hazards and Risks in Tokyo Metropolitan Area                                                                          

 

３．研究代表者所属・氏名  防災科学技術研究所 木村尚紀     
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５．参加者が分担した役割（200-400 字程度で記入してください） 



東京大学地震研究所では首都圏地震観測網（MeSO-net）の観測データによって、首都圏のプレート構造の

解明を進め、プレートの詳細な構造と 2011 年 3 月 11 日以降活発化した地震活動の関係を解明し、将来発生

が予想される首都直下地震の地震像（地震規模、地震発生頻度、発生場所）の解明を進めた。温泉地学研究

所では、2011 年東北地方太平洋沖地震の最大余震の震源過程の解明を進めた。防衛大学校では関東周辺の

中規模地震に着目して，バックプロジェクション法を用いることでメカニズム解だけでなく震源断層での破

壊伝播などの詳細な震源過程の解明を進めた。防災科学技術研究所では、MeSO-net データと防災科学技術

研究所高感度地震観測網（Hi-net）等の既存データを統合して、関東広域のプレート構造と地震活動の関係

の解明を進めた。 

 

６．研究実績（論文タイトル、雑誌・学会・セミナー等の名称、謝辞への記載の有無） 

 

なお、本特定共同研究 (C)の母体となった「都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェク

ト①首都直下地震の地震ハザード・リスク予測のための調査・研究」の平成２５年度果報告書は以下

で公開予定である。 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/toshi/houkoku/houkoku.html 
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